
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上ログインし活用した。

３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上ログインし活用した。

２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄで「教材や教え
方を工夫している先生が多
い」「学校の施設・設備は十分
整っている」の問いに対し、肯
定的評価の割合が８０％以上
である。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄで「教材や教え
方を工夫している先生が多
い」「学校の施設・設備は十分
整っている」の問いに対し、肯
定的評価の割合が７０％以上
である。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄで「教材や教え
方を工夫している先生が多
い」「学校の施設・設備は十分
整っている」の問いに対し、肯
定的評価の割合が６０％以上
である。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄで「教材や教え
方を工夫している先生が多
い」「学校の施設・設備は十分
整っている」の問いに対し、肯
定的評価の割合が６０％未満
である。

Ａ

B

４：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校
は、地域の力を子どもたちの教育活
動に生かしている」の問いに対して、
肯定的評価の割合が８０％以上であ
る。

３：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校
は、地域の力を子どもたちの教育活
動に生かしている」の問いに対して、
肯定的評価の割合が７０％以上であ
る。

Ｂ

Ｃ

２：生徒ｱﾝｹｰﾄで「先生は、勉
強についての質問や疑問に
丁寧に対応してくれる」、保護
者アンケートで「授業は教え
方が丁寧で、分かりやすい授
業が多いようだ」の問いに対
して肯定的評価の回答の割
合が６０％以上である。
１：生徒ｱﾝｹｰﾄで「先生は、勉
強についての質問や疑問に
丁寧に対応してくれる」、保護
者アンケートで「授業は教え
方が丁寧で、分かりやすい授
業が多いようだ」の問いに対
して肯定的評価の回答の割
合が６０％未満である。
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Ｃ

Ｄ

１：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の
雰囲気は明るく、子どもたちも
生き生きと活動している」「子
どもは東蒲中の生活が楽しい
と言っている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が６
５％未満である。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄで「部活動は楽しく充
実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄで「学校
は部活動の活性化を図り、生徒の
健全育成に努めている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が８３％以
上である。
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１：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校
は、地域の力を子どもたちの教育活
動に生かしている」の問いに対して、
肯定的評価の割合が６０％未満であ
る。
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生徒ｱﾝｹｰﾄで「部活動は楽しく
充実している」の問いに対して
肯定的評価は81.1%であった。
保護者ｱﾝｹｰﾄで「学校は部活
動の活性化を図り、生徒の健
全育成に努めている」の質問
に対し肯定的評価は74.6%で
あった。
コロナ前のように部活動の活
動が戻り、多くの生徒は一生
懸命取組んでいる。しかし、保
護者との評価の相違は、学校
で部活動に所属しているかと
いう点である。体育的行事や
昼休みの時間は充実してい
る。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄで「授業にしっか
り取り組んでいる」「家庭で宿
題、予習・復習をしっかりしてい
る」「授業は分かりやすく丁寧で
ある」の問いに対して、肯定的
評価の割合が６０％未満であ
る。
４：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の
雰囲気は明るく、子どもたちも
生き生きと活動している」「子
どもは東蒲中の生活が楽しい
と言っている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が８
５％以上である。

３：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の
雰囲気は明るく、子どもたちも
生き生きと活動している」「子
どもは東蒲中の生活が楽しい
と言っている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が７
５％以上である。

２：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の
雰囲気は明るく、子どもたちも
生き生きと活動している」「子
どもは東蒲中の生活が楽しい
と言っている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が６
５％以上である。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄで「部活動は楽しく充
実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄで「学校
は部活動の活性化を図り、生徒の
健全育成に努めている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が７３％以
上である。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄで「部活動は楽しく充
実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄで「学校
は部活動の活性化を図り、生徒の
健全育成に努めている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が６３％以
上である。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄで「部活動は楽しく充
実している」、保護者ｱﾝｹｰﾄで「学校
は部活動の活性化を図り、生徒の
健全育成に努めている」の問いに対
して、肯定的評価の割合が６３％未
満である。
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目標に対する成果指標
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学校関係者記入欄
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令和５年度　大田区立東蒲中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。
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の
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成

１　学校規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　特色ある教育活動
（１）生徒数　４０４名（第１学年１４６名、第２学年１２６名、第３学年１３２名）　　　　　　　　　「自他共に大切にし、学ぶ意欲を育てる東蒲中」
（２）学級数　１３学級（SR教室拠点校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）豊かな人間性を育てる・・・小中一貫で生活スタンダードに取り組み、規範意識を育成する。
（３）教員数　３０名（男性１８名、女性１２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）学ぶ意欲を育てる・・・興味関心を高める指導の工夫を行い、分かる授業の実践を展開する。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

3
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保護者の相談等を丁寧に対応し、保護者
からの理解と信頼を得ている。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｄ

保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の様
子を詳しく保護者に伝えてい
る」の問いに対し肯定的評価
は85.8%であった。「学校は、地
域の力を子どもたちの教育活
動に生かしている」の問いに対
し肯定的評価は61.2%であっ
た。
生徒が家庭で学校の様子を伝
えているが、地域と学校が深く
関わっていることを理解してい
ないと考えられる。学校支援地
域本部の取組や地域ボラン
ティアの参加した内容を、学
校・学年だよりやホームページ
に掲載して、周知していく。

○ボランティア活動や地教連での話し合いなどに参加して関りを直近
で見ている身としては、保護者評価が低いのは残念な気持ちです。一
部の生徒、保護者だけの取組になっているのは仕方ないにしても、お
便りや生徒朝会や保護者会等でしっかり、情報共有していくところから
始めるしかないですね。
○学校側と生徒が地域のボランティア活動に積極的に参加している。
○今日までの環境の中ではと考える。（感染症拡大下）
○PTAからの手紙を読んでﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとかの理解をしてほしい。まずは
手紙を読んでもらうことが、今後の課題でしょう。
○子どもは伝えているかもしれませんが、保護者に届いているかは疑
問です。親が親身になっている家庭とそうでない家庭がはっきりとして
いる思います。
○メディア等の情報で見聞きする「教員の負担軽減を図る部活動指導
者の外部からの参入」について、東蒲中ではどのように考えています
か？部活動を含む学校活動全般の中で、地域への協力や募集の依頼
を行うことで、少しずつつながりが強くなるのではと考えます。
○町会行事などに参加することで相互の連携を深める。
〇子どもたちの「あいさつ」一つでも元気が出ることを保護者達にも、
もっともっと知って欲しい。
〇「学校サポートｔｏｈｏ」も周知されていないと感じています。手紙の配
布などしていかないと思っています。検定などのボランティアの時に、
自己紹介する、先生から紹介してもらう機会があればありがたいです。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

Ｃ

２：保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の様子を
詳しく保護者に伝えている」「学校
は、地域の力を子どもたちの教育活
動に生かしている」の問いに対して、
肯定的評価の割合が６０％以上であ
る。

取組
評価
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児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

WEBQUの活用に関する研修会をもとに、
個人面談を実施する。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄで「授業にしっか
り取り組んでいる」「家庭で宿
題、予習・復習をしっかりしてい
る」「授業は分かりやすく丁寧で
ある」の問いに対して、肯定的
評価の割合が８０％以上であ
る。
３：生徒ｱﾝｹｰﾄで「授業にしっか
り取り組んでいる」「家庭で宿
題、予習・復習をしっかりしてい
る」「授業は分かりやすく丁寧で
ある」の問いに対して、肯定的
評価の割合が７０％以上であ
る。
２：生徒ｱﾝｹｰﾄで「授業にしっか
り取り組んでいる」「家庭で宿
題、予習・復習をしっかりしてい
る」「授業は分かりやすく丁寧で
ある」の問いに対して、肯定的
評価の割合が６０％以上であ
る。
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評価規準の明確化や評定資料の工夫など
を通して、信頼性と妥当性のある評価・評
定に取り組んでいる。

3

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

保護者ｱﾝｹｰﾄで、「学校の雰
囲気は明るく、子どもたちも生
き生きと活動している」の問い
に対し肯定的評価は93.2%で
あった。「子どもは東蒲中の生
活が楽しいと言っている」の問
いに対し肯定的評価は84.3%で
あった。
学校の規則を守っている割合
が高く、生徒は学校生活を楽し
んでいる。しかし、不登校生徒
の改善が必要で、学校生活調
査やWEBQUをもとに面談を行
い、いじめや問題行動を未然
に防ぎ、全ての生徒が学校は
楽しいと感じられるように全教
職員で取り組んでいかなけれ
ばならない。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

2

2

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

3

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

小中一貫性のある授業改善プランを作成
し、日々の授業に生かし、小中一貫教育を
推進する。

部活動の活性化を図り、生徒の体力向上・
健全育成に努める。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

○昨年度よりもICTが進んでいるように、保護者目
線でも感じます。補習教室へ積極的に誘ってくださ
るのもありがたいです。
○良い傾向だったと考えます。
○部活動をやっている子どもが多い中、予習・復習
が71.8%なんてすごいです。授業にしっかり取組んで
いるのが92.1%なら、もうちょい全体的に成績が良く
てもいいのでは。
○生徒のアンケートが高いことに少し疑問を感じま
す。本当に忖度なしのアンケート結果を求めるな
ら、少しやり方を変えた方がいいかもしれません。
○補習教室のお手伝いを時折やらせていただいて
います。黙々と学習する生徒さん、友達と教え合い
ながら学ぶ生徒さんの様子に触れ、自らが学びた
い教科を学習できる方法に変えたことは、学習意欲
の向上につながったと思います。
〇これからも分かりやすい授業を継続していく。
〇補習教室に参加する生徒が増えたことは良いこ
とですよね。土曜日の補習教室も参加が増えるとい
いですね。

生徒ｱﾝｹｰﾄで「授業にしっかり
取り組んでいる」の問いに対し
て肯定的評価は92.1%であっ
た。「家庭で宿題、予習・復習
をしっかりしている」の問いに
対して肯定的評価は71.8%で
あった。「授業は分かりやすく
丁寧である」の問いにに対して
肯定的意見は91%であった。
各教科でICT機器の活用は進
み、視覚的な教材の提示や話
し合い活動等で指導の工夫を
し、多くの生徒は授業に前向き
に取組んでいる。補習教室の
充実を図るために、年度当初
にやり方を変更し、参加する生
徒が増えてきた。

3

4

4

0

3

Ｄ

7

6

3

○いろいろな気持ちを理解しようとすると、私は必ずしも
「学校＝楽しい」でなくてもいいと思います。でもつらい、
きついよりは「楽しい」で通えると理想的だと思います。ま
ずは先生方が楽しく勤務できることを願います。
○しっかり問題共有して頂き、全校あげての取組を望み
ます。
○これについては評価は高いはずです。大人になってか
ら「あの時代東蒲中生だった」と胸をはって言ってもらい
たい。不登校は一生の課題です。
○不登校の現状や、いじめ問題行動と言われるものの実
態について、次回の協議会で教えていただけるとよいと
思います。
○いじめ問題は深刻でありますが、校長先生がとても真
摯に対応しているので安心です。保護者アンケートも妥
当だと思います。
〇この項目については、保護者目線での評価93.2%より、
子どもの評価84.3%を子どもたちの学校生活評価として考
えるべきだと思います。
〇いじめや不登校生徒をなくす、一人ひとりの個性や能
力を伸ばす。
〇不登校生徒の問題は、学校側だけの問題ではなく、家
庭も含めての問題であるので、しっかりと取組んで欲し
い。
○学校サポートとして生徒と関わる機会があります。ほと
んどの生徒が挨拶をしてくれ、時には頼ってくれることも
あります。とてもうれしいです。
○学校が楽しいと思うことが一番大切だと思う。

○主に外の運動部の活動は良く見ますが、教職員もしっか
りと指導し、積極的に生徒に関わって楽しそうに活動して
いるように見受けられます。「４」の評価でもいい気がしま
す。
○生徒間で部活の楽しさ等、共有させて頂きたい。
○部活動をやっていない生徒は評価できませんね。中学
生で休み時間に外で遊んでの見ると、とても嬉しくなりま
す。
○部活動の所属状況を教えてください。
○この評価は不当です。保護者は子どもが部活よりクラブ
活動を優先に動いている時代です。部活動も昔ほど活発
ではないため、部活とクラブを両方併用できるように変える
必要がある。
○学校に行くと掲示物などで運動系の部活動が活発な様
子はわかります。反面、文科系の部活動の情報、部活動
に未所属の生徒数や割合がわかりません。「３」とした自己
評価は適切だと思います。
〇個人差があるので個人的に合った能力を伸ばす。
○部活も学校生活の中で楽しみの一つだと思う。無理のな
いよう程度に頑張ってほしい。

○授業を毎日受けている生徒の評価の方
が適切だと思います。
○寄り添っての指導をお願いしたい。
○私自身が子供から聞いていないので分か
らず．．．授業公開に参加します。
〇この評価に異論はありませんが、保護者
の方がどれだけ学校の設備を知っているか
は疑問です。
○このコメントはありません。課題に向け
て、来年度からどのような取組を行うのか、
具体化したら知りたいです。

4

4

4

3
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生徒ｱﾝｹｰﾄで「教材や教え方
を工夫している先生が多い」の
問いに対し肯定的評価は
89.6%であった。「学校の施設・
設備は十分整っている」の問
いに対しで肯定的評価は80.3%
であった。
授業公開での授業評価、研修
や研究発表そして授業改善プ
ランを作成し、常に教員が指導
力向上を目指すように取組ん
でいく。またユニバーサルデザ
インを取り入れた授業作りに
取組、特別支援教育を全ての
教員が理解し、生徒に寄り添う
指導をしていくことが課題であ
る。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

3

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

○年に数回授業を見るだけなので、保護者の評価が適
切なのかよくわからないです。毎日授業を受けている生
徒からこれだけ高い割合で肯定的意見をもらえているの
は十分評価できるのでは、と思います。
○生徒の授業理解度に変化が見られるようになると思う
改善、工夫をお願いする。
○保護者は、子供に聞かず何となくそう思っていて答えて
いるので、70.9%は妥当かと思います。一部の保護者の
言っている評価が低いのは、逆に子どもから言われてい
るのでしょう。
○生徒のアンケートは全校生徒が答えていると思います
が、保護者アンケートは答えていない家庭もあるため、こ
の割合が適切だとは言い難い。しかし、生徒が意欲的か
つ主体的に授業に取組めるように、改善すると言う意見
は合理的で良いと考えた。
○学校公開で、島耕作の資料を題材にした学年の、各ク
ラスの様子を見させていただいた際に、保護者アンケート
の内容に近い印象をもったので「A」としました。
○生徒一人一人の理解度は違うため、一概には言えな
いが、教員（先生）の一方的な授業は改善してほしい。
〇学校に来校した時に、ほとんどの先生は挨拶をしてく
れますが、中には目も合わせない、こちらから挨拶をしな
いとしてくれない先生がいます。そういう先生が一方的な
授業をするのかなと思います。
○先生の授業が丁寧なのがうかがえる。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3

Ｂ 8

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄで「先生は、勉
強についての質問や疑問に
丁寧に対応してくれる」、保護
者アンケートで「授業は教え
方が丁寧で、分かりやすい授
業が多いようだ」の問いに対
して肯定的評価の回答の割
合が７０％以上である。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄで「先生は、勉
強についての質問や疑問に
丁寧に対応してくれる」、保護
者アンケートで「授業は教え
方が丁寧で、分かりやすい授
業が多いようだ」の問いに対
して肯定的評価の回答の割
合が８０％以上である。

Ｄ 0
話し合いや教え合い活動など言語活動の
充実に取り組んでいる。

4

3

生徒のアンケートで「先生は、
勉強についての質問や疑問に
丁寧に対応してくれる」の肯定
的評価は92.3%に対し、保護者
アンケートでは「授業は教え方
が丁寧で、分かりやすい授業
が多いようだ」の肯定的評価
は70.9%と低い。学校公開では
多くの保護者に参観してもら
い、アンケートでは子どもたち
が楽しそうに取組んでいると
言った意見があったが、一部
の授業で教員の一方的な授業
があり、保護者の評価が低い
と考えられる。生徒が意欲的
かつ主体的に授業に取り組め
るように、授業改善を進めてい
く。

Ａ 5

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3


